
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 迎春  

 この道はいつか来た道  

ロシアのウクライナ侵略は、2 月で 2 年に。 

イスラエルの大規模攻撃によるパレスチナガザ地

区のジェノサイド。国連総会は、12 月 14 日緊急特

別会合で「即時の人道的停戦を求める決議案」を日

本を含む 15３カ国という圧倒的多数で採択しまし

た。反対はアメリカ、イスラエルなど 10 カ国で孤

立ぶりがきわだちました。日本政府は、前回の「人

道的休戦」を求める国連総会決議には棄権してお

り、この変化は世界・日本の世論と運動によるもの

です。 

11 月に核兵器禁止条約第 2 回締結会議で日本政府

は、またも背を向ける態度をとり「日本がいないの

はおかしい、不思議な国」と失望が広がつていま

す。アメリカの傘の中での「核抑止力」では、平和

は守れません。広島・長崎に投下された 2 発の原発

による国民の苦難を思い、日本政府は核兵器禁止条

約の早期締結を。 

 

 岸田政権は、路線を大転換して、アジア外交、

国連外交を後景にまわし、軍事ブロック外交に舵を

切りました。アメリカいいなりで開始された敵基地

攻撃能力の保有・大軍拡、自衛隊が米軍の指揮下に

丸ごと組み込まれます。既に米軍の指揮の下で米・

日・韓の合同訓練が行われています。 

戦後日本が「戦争しない国」を維持されてきたの

は、憲法 9 条による自衛隊の活動が戦争加担、軍事

衝突を防いできたからです。 

改憲の動きが強まる中、戦争反対！憲法 9 条守

れ！の声を大きくしていきましょう！ 

私たちは平和の道を進みます。 

（代田 5 丁目・小澤 清子） 

 

 

<連絡先＞

　小澤 清子　　電話・Ｆａｘ

　 　０３－３４８７－３９８５

   伊東 宏　　　Mail：

 itohiroshi1007@gmail.com

代田・九条の会Ｎｅｗｓ
２０２４／１／１４

第　１８２号

ホームページ　：　http://www.daita-9jo.sakuraweb.com/

～ 私たちが住み、暮らし、働いているまち 代田で、 

｢日本国憲法第９条｣をまもり、活かす活動をすすめましょう ～ 

＋＋＋ このニュースを、ぜひ、周りの人に広めてください。 ＋＋＋ 

（代田 1 丁目・岩瀬 薫） 

2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震の被災者の

皆さんにお見舞いを申し上げます。、 

編  集
代田・九条の会
小澤　清子　
伊東　宏



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年  新年にあたって 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 六法全書で「新憲法」と「旧憲法」

を対比してみますと、如何に「新憲

法」がすぐれたものであるかが良く

わかります。 

そして「新憲法」の第二章（戦争の

放棄・戦力の不保持・交戦の否認）

＝第九条、以下となりますが、私は

これを守り抜く覚悟です。 

     代田 5 丁目・野間口 至 
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代田５丁目・日暮 恵子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩瀬 薫 

寄稿 2024 年年頭に思うこと 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄稿    九条の会まつざわ S・M 

 

2023 年に初めて九条の会に参加させて

いただき、先輩方がこのような活動を継

続されてきたことに感謝の気持ちでいっ

ぱいです。この場をお借りし新年の抱負

を述べさせていただきます。 

2024 年は憲法改正発議が計画されてお

り、ついに困難な年になったという思い

で迎えました。報道自由度ランキングで

日本は 68 位と大変低く、戦後の３S 政策

や教育の影響か、周囲と話しても憲法改

正の認知度や政治への関心度が異常に低

いと感じます。 

憲法改正案の中でも、感染症・テロ・

有事・自然災害を理由に基本的人権を制

限する緊急事態条項（ナチスの再来）を

一番危惧していますので、周囲に強く伝

えて参りたいと思います。また、個人的

に活動している、こどものプライバシー

データの連携事業や、戦時下にも実施さ

れた預金封鎖・財 

産税の対策につ 

いて周囲にも発 

信できればと考 

えております。 

今年もご指導 

のほどよろしく 

お願いします。 

日本国憲法(抜粋) 
 

第２章 戦争の放棄 

第９条 日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力

による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。 

２ 前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを

認めない。 

寄稿    「新成人の日に、シール投票」 

代沢九条の会 松尾 弘 

  世田谷区主催の「新成人を祝う集い」が、世田

谷区民会館の改築で、今年も日大文理学部の講堂

で開催されました。 

私たちも、「めぐせた」と「代沢九条」の仲間

15 人で、シール投票と「おめでとう街宣」を行い

ました。 

シール投票の内容は２つあり、「みんなで知恵

を出し合えば！」と「防衛費を増やしたいです

か？」です。それぞれに５つの質問を行いまし

て、多くの新成人がシール投票をしてくれまし

た。その中で、特徴的なことを紹介いたします。 

「国から『戦場へ行ってくれ』といわれた

ら？」という問いに、若い人たちが「イエス・ノ

ー」をシール投票するのですが、若い男性の３分

の１近くが、「イエス」を選んだことです。「イ

エス」を選んだ人たちの多くの意見が、「国の要

請にこたえるのは、当たり前でしょう」と、もう

ひとつは「いざとなったら、アメリカは我が国を

守ってくれないので、自分たちで国を守るのは、

当たり前」ということで「イエス」を選びまし

た。 

特徴的なひとつとして、若い男女が一緒に投票

してくれましたが、男性が「イエス」を選び、女

性が「ノー」を話し合いながら選びました。 

ウクライナやガザ地区への攻撃がある状況で

は、若い人を含め、多くの人々の意識が変化して

きているのではないかと思いました。 

世田谷区の危機管理監は消防出身者 
世田谷区は昨年 11 月、全国初となる消防出身者による危機管理監を迎えました。他の自治体

では、「有事」に備えるとして自衛隊出身者を登用する傾向があります。世田谷区でも自民党、

公明党などからは自衛隊出身者からという意見も出ましたが、共産党から、災害対応などの区民

本位の管理監には消防からと提案し、受け入れられました。 

新管理監は消防署長としての指揮経験、災害時医療、救急医療など、区民一人ひとりの尊い命

を守るためにして来た経験を活かし、区民の防災意識を高め、安全安心に万全を期していくとの

べています。 

住環境や、気候危機、生活全般での安全性が守られるよう期待します。 

今回の能登半島地震を経験し、区民の生命と暮らしを守るために必要な危機管理監は、自衛隊

出身者ではなく、日頃からの対策を打てる消防出身者であることに心から安心しています。 

                             （代田 1 丁目・岩瀬 薫） 


